
　４月 16日、町内に６本ある古典桜の中のひとつ「殿
入ザクラ」が開花。今年も待ちに待った春が古典桜の
里にやってきました。
　「しらたか古典桜の里さくらまつり」が４月 13 日
からスタート。釜の越農村公園では４月 14日に「さ
くらさくらステージ part １」が催され、さくらの保
育園児によるバルーンダンスの披露や町内メンバーで
結成されたダンスグループ「マルベリーズ」のダンス
披露があり、多くの家族連れが来場しイベントを楽し
みました。
　４月 20日には、メインイベント「高玉芝居」の上
演と全国各地に伝わる田植え踊りのひとつ、「畔藤田
植え踊り」が披露されました。この日は青空が広がり、
まさに平成最後を飾る演技にふさわしいコンディショ
ンと力のこもった演技が場内を包み込み、観衆を魅了
しました。
　４月 21 日には、「さくらさくらステージ part ２」
が開催され、子ども達に大人気の「たけさんのバルー
ンアート」と躍動感あふれる「よさこい白鷹櫻鷹會」
が会場を大きく盛り上げ、町内外から訪れた多くの人
がしらたかの春を楽しみました。また、同日開催され
た「～花ウォーク～さくら回廊そぞろ歩き」には、今
年も約 30人と多くの方からご参加いただき、白鷹の
おいしいものを味わいながら、鮎貝駅から蚕桑駅間（約
10km）のルートを歩き、町内に点在する古典桜を楽
しみました。
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　第 64 回山形県縦断駅伝競走大会が４月 27日から 
29 日の３日間で開催され、長井・西置賜チームの選
手たちはピンク色の襷（たすき）に思いを込めて走り
抜けました。
　今大会では、白鷹町から５人の選手が長井・西置賜
チームで出走。選手の力走をひと目見ようと白鷹中継
所には多くの方が集まり、地元選手に熱い声援を送り
ました。そして、チームはその応援に応える走りで、
地元入りとなった２日目を３位と快走。３日間の総合
で８位という結果を収めました。

　4月 13 日、白鷹町スポーツ少年団合同結団式が荒
砥小学校体育館で行われました。
　今年度の団員は、19団体 421 人。向田俊一本部長
より各団体へ団旗が授与されました。その後、団員を
代表して白鷹西陸上スポーツ少年団の植木壱
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「誓（ちか）いのことば」を述べ、団員一人ひとりが
今年１年の活躍を誓い合いました。昨年度は、白鷹中
学校のサッカー部の全国大会出場や相撲界での白鷹山
の十両昇進など、スポーツ分野で町全体が大きな盛り
上がりをみせました。各団体の今年度の活躍も楽しみ
です。

　東京オリンピック・パラリンピック開催に向け、去
る３月 25 日から 28 日まで佐藤誠七町長、梅津秀明
町ソフトボール協会長をはじめ町関係者が中国北京市
を訪問し、中国ソフトボール協会の楊旭（ヤン・リュー）
会長と懇談の後、覚書を締結しました。
　具体的な内容として、今年８月29日から約10日間、
若手の中国ソフトボール・ナショナルチームが白鷹町
で合宿することになりました。また、９月 24日から
中国上海市で開催されるアジア・オセアニア地区最終
予選会に、白鷹町からツアーを組んで応援に行くこと
も検討しています。詳細については、今後お知らせし
ます。 楊旭（ヤン・リュー）会長
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